
（第
四
十
四
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

平
成

二
十
九
年
度
　
関
東
連
合
総
会
開
催

平
成
．
一十
九
年
六
月
十
七
日

（土
）
、
東
京

，
市

ヶ
谷
私
学
会
館

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
て
、
関
東
連
合
春
季
総
会
が
開
催
さ
れ
た
＾́

写真上 関東艮陵関東連合会 春季総会にご出席の先生方

最前列右から4人 目 会長押田茂賓先生 その左ご妻演された

荒井他嘉司先生 最後コl右端 幹事長岩瀬光先生

当
日
は
関
東
か
ら
二
十
二
人
の
艮
陵
同
窓
生
が
集
ま
り
、
和
や

か
に
開
催
さ
れ
た
ご

午
後
四
時
二
十
分
か
ら
、
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。
本
年
お
亡
く

な
り
に
な

っ
た
顧
間
の
沼
田
克
雄
先
生

（昭
和
三
十
四
卒
）
の
追

悼
の
後
に
、
押
田
会
長
が

「押
田
体
制
五
年
日
に
な
り
、
若
い
会

員
の
確
保
が
大
き
な
目
標
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
若
い
研

究
者
の
研
修
や
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
、

役
員
の
補
ｔ
４
役
割
分
担
の
変
更
も
含
め

て
今
後
の
課
題
と
し
て
、

更
に
継
続
的
に
若
返
り
政
策
を
進
め
て
ゆヽ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た

次
い
で
、
書
瀬
幹
事
長
よ
り
新
体
制
五
年
目
の
経
過
報
告
、
坂

問
会
計
担
当
幹
事
よ
り
会
計
報
告
、
会
計
一監
査
報
告
が
あ
り
、
会

計
報
告
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
更
に

田
中
幹
事
よ
り
女
医
部

会
報
告
が
あ
●
、
新
女
医
部
会
担
当
幹
事

と
し
て
飯
野
ゆ
き
子
先

生

（昭
和
四
十
九
年
卒
）
が
就
任
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

午
後
五
時

か
ら
、
荒
井
他
嘉
司
先
生

（昭
和
三
十
六
年
卒
、
国

立
災
害
セ

´
タ
ー
名
誉
院
長
）
よ
り
二
‐
３
Ｄ
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た

５
■
異

■
三
Ｆ
星
」
―
肺
外
科
医
の
歩
み
と
挑
戦
―
と
の
演
題
で

特
別
講
演
■
行
わ
れ
た
。

午
後
六
時

か
ら
、
場
所
を
移
し
て
懇
却
会̈
が
行
わ
れ
、
ア
フ
タ

ー
デ
イ
ナ
‐
〓
ン
サ
ー
ト
Ｌ
し
て
、
川
名

陽
子
先
生

（昭
和
五
十

一
年
卒
）
ハー
一紹
介
に
よ
り
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
界
の
プ
リ
ン
ス
・

丹
沢
誠
二
さ
ん
と
ピ
ア
プ
の
菅
谷
詩
織
バ
）ん
の
演
奏
に
、　
一
同
聞

き
惚
れ
た

出
席
会
曇
か
ら
、
近
況
報
告
等
も
行
わ

れ
、
閉
会
し
た
。

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会
　
関
東
連
合
会

会
長
　
　
押

田
茂
賞

（文
責
）

関東民陵だより



ロ
ヤ
佐
喜
子

（昭
わ
四
十
二
年
卒
）

本
会
幹
事
女
医
部
会
担
当

艮
陵
同
窓
会
関
東
支
部
女
子
部
会

が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
十
年
七
月

十

一
日
の
こ
と
で
し
た
。
平
成
十
年

二
月
二
十
二
日
女
医
部
会
準
備
会
が

東
京
飯
田
橋
の
摩
天
楼
大
飯
店
で
開

催
さ
れ
、
期
待
と
不
安
が
交
差
す
る

中
で
の
出
発
で
し
た
。

こ
の
日
は
関
東
艮
陵
同
窓
会
の
若

手
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

出
席
さ
れ
た
男
性
会
員
を
上
回
る
女

性
会
員
が
出
席
さ
れ
、
ま
す
ま
す
期

待
が
膨
ら
む
の
を
覚
え
た
も
の
で
す
。

こ
の
会
の
発
足
に
当
た
つ
て
は
当

時
の
神
津
康
雄
支
部
長
、
信
田
重
光

幹
事
長
の
熱
い
思
い
入
れ
と
ご
指
導

が
あ
り
誕
生
し
た
次
第
で
す
。

両
先
生
は
旧
弊
の
帝
国
時
代
の
殻

を
打
破
し
、
他
に
先
駆
け
、
女
子
学

生
の
入
学
を
認
め
た
の
は
東
北
大
学

が
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
下
部
組
織

に
女
医
会
が
生
ま
れ
た
の
は
、
極
め

て
二日一義
深
い
と
常
々
口
に
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

女
医
会
は
交
友
を
通
じ
、
連
帯
を
深

め
る
場
と
な
り
、
ま
た
新
た
に
巣
立

つ
女
性
会
員
に
対
し
女
医
部
会
は
微

力
な
が
ら
も
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば

と
願
っ
て
の
発
足
で
し
た
。

そ
し
て
年

一
回
ず
つ
毎
年
七
月
の

土
曜
日
に
女
医
部
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、）
第

一
回
目
か
ら

第
六
回
目
ま
で
、
故
小
林
啓
子
先
生

（Ｓ
３
５
漱
↓

が
会
長
と
し
て
主
催

さ
れ
、
第
七
回
よ
り
田
中

（Ｓ
４
３

卒
）
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
の
初
め
に
は
講
演
者
よ
り

一

時
間
程
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
会

食
を
し
な
が
ら
の
規
睦
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
．

ゴ
講
演
い
た
だ
い
た
方
々
は
以
下

の
先
生
方
で
、
い
ず
れ
も
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

関
東
地
区
に
限
ら
ず
、
関
心
の
あ

る
先
生
方
は
是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
、

友
好
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

女
医
部
会
で
ご
講
演
の
先
生
方

第
七
回
　
Ｈ
ｌ
６

・
７
・
３

場
所
　
山
の
上
ホ
テ
ル

倉
田
清
子
先
生

（Ｓ
４
４
卒
）

「障
害
児
と
母
親
の
関
係
に
つ
い
て
」

第
八
回
　
Ｈ
ｌ
７

・
７

・
３

場
所
　
３́
、一′
埒
召
≧

押
田
翠
先
生

（Ｓ
４
２
卒
）

「高
齢
者
の
腰
痛
及
び
腰
関
範
踊
に

つ
い
て
ご

第
九
回
　
Ｈ
ｌ
８

・
７

・
８

場
所
　
・〓
、一́
鱈
召
≧

田
沼
順
子
先
生

（Ｈ
９
卒
）

一最
近
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
及
び
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に

つ
い
て
」

第
十
回
　
Ｈ
ｌ
９
・
７
・
７

場
所
　
〓
、「
鴛
召
≧

能
城
律
子
さ
ん

（Ｓ
ｌ
Ｏ
年
生
）

一国
際
ラ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
」
そ
の
他

第
十

一
回
　
Ｈ
２
０

ｏ
７

・
２
６

場
所
　
・〓
、一́
‘
′召
≧

鈴
木
尚
子
先
生

（Ｓ
６
１
卒
）

「Ｐ
Ｏ
Ｐ
一
に
つ
い
て

第
十
二
回
　
Ｈ
２
１
・
７

・
１
１

場
所
　
〓
、一́
∽
男
里
〓

飯
野
ゆ
き
子
先
生

（Ｓ
４
９
卒
）

「良
く
な
る
難
聴
と
良
く
な
ら
な
い

難
聴
に
つ
い
て
」

第
十
三
回
　
Ｈ
２
２

・
７

・
１
０

場
所

・Ｉ
．一′
∽
聟
聟
〓

渡
辺
み
ど
り
さ
ん

（皇
室
評
論
家
）

「人
生
の
贈
り
物
」

第
十
四
回
　
東
北
大
震
災
で
中
止

第
十
五
回
　
Ｈ
２
４
・
７
・
７

場
所
　
日
本
橋
三
越

灰
田
美
知
子
先
生

（Ｓ
５
０
卒
）

「慢
性
咳
嗽
に
つ
い
て
」

第
十
六
回
　
Ｈ
２
５
ｏ
７
・
２
０

場
所
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷

堀
川
玲
子
先
生

（Ｓ
５
８
卒
）

「低
出
生
体
重
児
の
病
因
、
成
長
と
代

謝
予
後
」

第
十
七
回
　
Ｈ
２
６

・
７
・
２
６

場
所
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷

清
沢
源
弘
先
生

（Ｓ
４
２
卒
）

「眼
瞼
ケ
イ
レ
ン
、
海
外
診
察
事
情
」

第
十
八
回
　
Ｈ
２
７

・
７
・
２
５

場
所
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷

押
田
茂
賞
先
生

（Ｓ
４
２
卒
）

「医
療
事
故
う
ら
お
も
て
」

第
十
九
回
　
Ｈ
２
８

・
７

・
２
３

場
所
　
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
ク
ラ
ブ

早
川
東
作
先
生

（Ｓ
５
８
卒
）

「学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

第
二
十
回
　
Ｈ
２
９

，
７
・
２
２

場
所
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷

岩
瀬
光
先
生

（Ｓ
５
８
卒
）

「医
師
が
直
面
す
る
医
療
事
故
、
医
療

訴
訟
と
リ
ス
ク
回
避
」

な
お
来
期
よ
り
は
、
飯
野
ゆ
き
子

先
生

（Ｓ
４
９
卒
）
が
女
医
部
会
長

と
な
ら
れ
、
引
き
続
き
女
医
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
Ｄ

田中佐喜子先生



近
藤
工
太
郎

（昭
和
二
十
二
年
卒
）

麻
酔
学
会
の
本
逍
を
歩
ま
れ

た
先
生
―
ご
人
徳
の
深
い

優
し
い
お
人
柄
、

六
十
年
来
の
友
　
沼
田
克
雄
先
生
が
、

平
成
二
十
九
年
九
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

人
七
才
と
伺
え
ば
、
大
往
生
と
申
す
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
在
り
し
日
々
が
想
い
出

さ
れ
、
寂
し
さ
を
禁
じ
得
な
い
。

病
因
は
、
数
年
来
の
ユ聖
工
腺
癌
と
伺
っ

た
。
（同
級
生
で
あ
る
が
、
先
輩
格
で
も
あ

り
、
以
下
全
て

「先
生
」
と
表
現
す
る
）

先
生
は
、
長
野
県
の
北
端
の
飯
山
市
の
、

歴
代
続
く
医
家
の
男
子
と
し
て
生
ま
れ
、

当
然
な
が
ら
医
師

へ
の
道
を
進
む
べ
き
処
、

御
父
君
が
夭
折
さ
れ
る
な
ど
、
難
事
に
遭

遇
さ
れ
た
た
め
、
高
校
卒
業
後
の
し
ば
ら

く
は
、
家
計
を
助
け
る
た
め
に
、
地
元
の

中
学
校
の
代
用
教
員
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、

大
変
に
ご
苦
労
さ
れ
た
由
に
て
、従
っ
て
、

同
級
生
の
実
年
齢
よ
り
も
、
三
年
ほ
ど
年

長
で
あ
ら
れ
た
。

つ
い
先
日
、
お
通
夜
の
お
清
め
の
席
上
、

た
ま
た
ま
隣
席
に
坐
ら
れ
た
老
婦
人
か
ら
、

中
学
の
初
期
に
先
生
か
ら
英
語
の
教
育
を

受
け
た
由
を
伺
っ
た
。
優
し
い
先
生
を
慕

う
生
徒
達
は
、
そ
の
後
も
ク
ラ
ス
会
の
際

に
は
先
生
を
お
招
き
し
、
都
合
の
つ
く
限

り
、
ご
出
席
を
頂
い
て
い
た
と
伺
っ
た
。

先
生
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ
る
心
温
ま
る
逸

話
で
あ
る
。

先
生
に
は
数
年
来
、
艮
陵
関
東
支
部
に

は
、
私
と
同
様
に
顧
問
格
と
し
て
ご
参
画

い
た
だ
い
て
い
た
。
今
考
え
る
と
そ
の
頃

か
ら
、
お
病
気
気
味
で
あ
ら
れ
た
の
か
、

役
員
会
や
総
会

へ
の
ご
出
席
の
機
会
も
、

次
第
に
少
な
く
な
つ
て
お
ら
れ
た
の
だ
が
、

ご
自
身
の
お
病
気
に
つ
い
て
は
、
我
々
に

語
ら
れ
る
事
は
な
か
つ
た
。

先
生
は
、
文
字
通
り
温
厚
な
貴
公
子
風

の
紳
士
で
、
学
生
時
代
に
も
、
我
々
若
者

の
輪
に
そ
の
ま
ま
入
る
の
で
は
無
く
、
笑

顔
を
湛
え
つ
つ
、
外
側
か
ら
見
守
っ
て
下

さ
る
様
な
お
人
柄
で
、
誰
に
で
も
慕
わ
れ

る
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
先
生
は
四
年
間
に
亘
る
医
学
教

育
の
専
門
過
程
は
、
殆
ど
昭
和
三
十
三
年

卒
の
我
々
と

一
緒
に
過
ご
さ
れ
た
と
記
憶

す
る
の
だ
が
、卒
業
を
目
前
に
さ
れ
た
頃
、

軽
い
肺
結
核
に
羅
患
さ
れ
て
休
学
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
た
め
、
翌
三
十
四
年
に
卒
業

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
に
両
生
度
の
ク
ラ

ス
会
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
正
会
員
と
し
て
所

属
去
れ
、
年
次
催
さ
れ
る
ク
ラ
ス
会
等
に

も
、
努
め
て
出
席
し
て
お
ら
れ
た
。

私
共
の
三
十
三
年
度
卒
の
ア
ノ
ー
ニ
マ

会
で
は
、
以
前
に
は
各
地
に
所
在
す
る
同

級
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
会
を
主
催

市
、
小
旅
行
等
を
含
む
様
式
の
ク
ラ
ス
会

を
催
し
て
い
た
。
も
う
、
七
～
八
年
前
に

も
な
ろ
う
か
、
沼
田
先
生
ご
夫
妻
が
、
故

郷
に
近
い
長
野

・
戸
隠
で
の
会
を
主
催
さ

れ
た
。
善
光
寺
詣
で
を
含
め
て
、
翌
日
は

戸
隠
の
林
間
を
ま
わ
り
、
最
後
は
戸
隠
そ

ば
に
終
わ
る
、
バ
ス
旅
行
の
秀
悦
な
コ
ー

ス
を
企
画
さ
れ
た
。
今
も
鮮
明
な
楽
し
か

っ
た
想
い
出
と
し
て
、
皆
の
記
憶
に
残
つ

て
い
る
。

先
生
は
医
学
部
卒
業
後
、
未
だ
黎
明
期

に
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
、
麻
酔
学
を
志
さ

れ
、
我
が
国
の
麻
酔
学
界
の
先
達
、
東
京

大
学
の
山
村
秀
夫
教
授
の
門
下
生
と
し
て
、

入
局
さ
れ
た
。

そ
の
辺
り
の
細
か
い
事
は
存
じ
て
い
な

い
が
、
呼
吸
管
理
や
人
工
呼
吸
な
ど
を
研

究
の
命
題
と
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
九

（１

９
７
４
）
年
に
は
、
新
設
の
自
治
医
科
大

学
の
初
代
の
麻
酔
科
教
授
と
し
て
ご
就
任
、

更
に
昭
和
五
十
五
（１
９
８
０
）年
に
は
、

横
浜
市
立
医
科
大
学
に
転
じ
ら
れ
、
次
い

で
昭
和
六
十
二

（１
９
８
７
）
年
に
は
、

ご
出
身
の
教
室
で
あ
る
最
高
峰
た
る
東
京

大
学
の
麻
酔
学
教
室
に
、
第
二
代
目
の
教

授
と
し
て
就
任
さ
れ
て
い
る
。
傍
系
の
大

学
の
出
身
者
が
、
茎
尽
大
学
の
、
し
か
も

臨
床
医
学
の
教
授
に
就
か
れ
る
の
は
、
か

な
り
稀
な
事
で
あ
り
、
先
生
の
ご
業
績
も

然
る
事
な
が
ら
、
ご
人
徳
の
卓
越
し
て
い

る
事
が
実
証
さ
れ
る
。
我
々
艮
陵
の
会
員

と
っ
て
も
大
い
な
る
誇
り
で
あ
る
。

教
授
在
任
間
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、

当
時
の
今
上
陛
下
、
即
ち
昭
和
天
皇
へ
の

麻
酔
の
実
施
が
挙
げ
ら
れ
よ
）２

衆
知
の

如
く
、
昭
和
天
皇
は
最
晩
年
に
は
膵
臓
癌

を
患
わ
れ
、
十
二
指
腸
の
狭
窄
に
よ
る
イ

レ
ウ
ス
症
状
を
呈
さ
れ
て
い
た
。
ご
高
齢

の
陛
下
の
御
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
事
の

可
否
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
内
で
も
論
議
が

な
さ
れ
た
が
、
嘔
吐
を
繰
り
返
さ
れ
る
ご

病
状
は
放
置
さ
れ
え
ず
、
外
科
的
治
療
に

決
さ
れ
、
執
刀
医
と
し
て
東
京
大
学
外
科

の
、
森
岡
恭
彦
教
授
に
自
羽
の
矢
が
立
て

ら
れ
た
。
必
然
的
に
麻
酔
医
に
は
、
沼
田

教
授
が
従
事
さ
れ
る
事
と
な
り
、
両
教
授

は
、
事
前
に
宮
中
に
参
内
し
て
、
陛
下
に

ご
挨
拶
申
し
上
げ
、
陛
下
か
ら
も
お
言
葉

を
賜
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

手
術
は
宮
内
庁
病
院
で
行
わ
れ
、
胃
腸

吻
合
に
よ
る
姑
息
的
な
手
術
が
意
図
さ
れ
、

全
身
麻
酔
も
、
硬
膜
外
麻
酔
を
併
用
し
た
、

侵
襲
を
少
な
く
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
両
教
授
の
ご
心

労
た
る
や
、
大
変
な
も
の
で
あ
つ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

過
日
、
先
生
の
ご
葬
儀
が
行
わ
れ
、
艮

陵
会
か
ら
も
数
名
が
参
列
し
た
。
流
石
に

麻
酔
学
界
の
本
道
を
歩
ま
れ
た
先
生
の
ご

葬
儀
で
あ
る
。
立
派
な
祭
壇
と
両
側
に
並

ぶ
数
多
く
の
生
花
、
そ
の
中
に
艮
陵
同
窓

会
関
東
支
部
会
名
の
品
、
更
に
昭
和
三
十

三
年
お
よ
び
三
十
四
年
卒
同
窓
会
か
ら
の

生
花
も
、
正
面
の
壇
に
飾
ら
れ
た
。
会
葬

者
の
人
数
も
多
数
を
数
え
、
沼
田
先
生
の

人
徳
の
深
さ
を
偲
ば
せ
る
、
お
別
れ
で
あ

っ
た
。

沼
田
先
生
の
ご
冥
福
と
、
奥
様
を
始
め

ご
家
族
の
皆
様
の
、
ご
健
勝
Ｌ
ご
多
幸
を

お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
在
り
し
日
の

沼
田
克
雄
先
生
の
ご
人
徳
を
忍
び
つ
つ
。

合
掌

（本
会
顧
問
）
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“
　
　
こ
れ
ま
で
関
東
艮
陵
同
窓
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
色
々
お
世
話
下
さ
つ
た

Ｈ

”
　
根
本
宏
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
出
演
者
を
選
ぶ
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

¨

“
　

し
た
。
た
ま
に
は
趣
向
を
変
え
て
、
肩
の
凝
ら
な
い
ポ
ピ
ユ
ラ
ー
音
楽
、
ジ
ヤ
ス
な

Ｈ

】

ど
も
い
い
か
な
と
思
い
、
若
手
サ
ッ
ク
ス
奏
者
丹
沢
誠
二
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

¨

“
　
た
。
丹
沢
誠
二
さ
ん
は
、
そ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
、
イ
ケ
メ
ン
と
い
う
こ

Ｈ

Ｉ
籍
婆
舞
鷲
箋
彰
鰭
蛹
つら駐
曝

¨

Ｈ
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷
の
少
々
く
た
び
れ
た
ホ
ン
キ
イ
ー
ト
ン
ク
の
ビ
ア
ノ
の
よ

Ｈ

】
う
な
音
色
も
か
え
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ジ
ヤ
ズ
に
ち
よ
う
ど
良
か
つ
た
よ
う
に
す
一

Ｈ
　
ら
き
こ
え
ま
し
た
。
実
際
に
は
弾
き
に
く
か
つ
た
で
し
よ
う
に
、
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ

“

¨
　
け
呻
麟
」
に
肝
機
劉
麹
畑
魔
耐
ｒ

音
色
と
ト
ー
ク
、
選
由
も
私
ど
も
の
年
代
に
合
わ
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小
林
啓
子
先
生
ご
逝
去

（平
成
二
十
九
年
六
月

九
日
）
の
報
を
ご
主
人
か
ら
知
ら
さ
れ
て
も
未
だ

に
私
の
心
の
中
で
納
得
が
ゆ
か
ず
、
お
別
れ
の
言

葉
を
述
べ
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
根
本
先
生

に
勧
め
ら
れ
て
参
加
し
た
関
東
艮
陵
会
の
席
で
し

た
。
神
津
先
生
を
は
じ
め
東
北
大
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方

が
た
く
さ
ん
出
席
さ
れ
て
お
ら
れ
る
中
で
、
紅

一

点
輝
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
会
で
神
津
先
生
、
信
田
先
生
の

ご
指
導
の
も
と

「関
東
艮
陵
同
窓
会
女
医
部
会
」

が
平
成
十
年
に
発
足
し
、
初
代
会
長
に
小
林
先
生

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
．^
第
六
回
ま
で
小
林
先
生
が

女
医
会
を
主
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
女
医
の
先
生

方
と
親
睦
を
図
っ
て
下
さ
り
、
今
日
ま
で

（二
十

回
）
続
い
て
お
り
ま
す
ｃ
先
生
に
感
謝
致
す
と
と

も
に
こ
の
会
が
新
た
に
巣
立
つ
女
性
医
師
の
方
々

に
力
を
添
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
会
幹
事
女
医
部
会
長
　
田
中
佐
喜
子

平
成
十
午
七
月
十

一
日
に
第

一
回
目
を
開
催
し

た
女
医
部
会
も
今
年
で
二
十
周
年
目
を
迎
え
、
今

年
は
七
月
二
十
二
日
に
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア

市
ケ
谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
十
四
名
の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
東
北
大
五
十
九
年
卒
の
岩
瀬
光
先
生
よ

り

「医
師
が
直
面
す
る
医
療
事
故
、
医
療
訴
訟
と

リ
ス
ク
回
避
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
の
医
療
過
誤
で
は
５
～
６
割
が
医
師
側

の
勝
訴
に
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
①
医
療
紛
争
増
加
の
背
景
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
②
医
療
の
過
信
、

③
医
療
に
対
す
る
社
会
的
不
信
、
④
医
療
の

高
度
化
に
よ
る
医
療
事
故
、
⑤
権
利
意
識
が

強
く
働
く
等
の
事
情
が
あ
る
と
の
事
で
し

た
。
そ
の
為
医
療
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る

こ
と
、
②
医
療
水
準
を
保
つ
よ
う
に
努
力
す

る
こ
と
、
③
カ
ル
テ
に
記
入
す
る
こ
と
が
必

要
事
項
に
な
る
と
話
さ
れ
、
参
加
者

一
同
、

肝
に
銘
じ
た
も
の
で
し
た
。

（参
加
者
）
飯
野
正
光

（Ｓ
５
１
卒
）
飯
野

ゆ
き
子

（Ｓ
４
９
卒
）
岩
瀬
光

（Ｓ
５
９
卒
）

押
田
茂
賞

（Ｓ
４
２
卒
）
押
田
翠

（Ｓ
４
７

卒
）
倉
田
清
子

（Ｓ
４
４
卒
）
五
味
朋
子
（Ｓ

４
７
卒
）
坂
間
晃

（Ｓ
４
３
卒
）
佐
瀬
ク
ラ

ラ

（Ｓ
３
３
卒
）
田
中
佐
喜
子

（Ｓ
４
３
卒
）

土
方
清
乃

（Ｓ
４
４
卒
）
広
瀬
陽
子

（Ｓ
４

３
卒
）
矢
後
文
子

（Ｓ
４
４
卒
）
人
幡
則
子

（Ｓ
４
８
卒
）
敬
称
略
　
順
不
同

（文
責
　
田
中
に
喜
子
）

＊
本
年
度

（平
成
二
十
九
年
）
年
会
費
　
　
＝

三
千
円
を
同
封
の
振
込
み
用
紙
に
よ
り
、
】

ご
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
＝

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
“

関
東
連
合
会
　
東
京
支
部
　
　
　
　
　
¨
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Ｆ
Ａ
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＝

〇
四
六
七

（四
五
）
〇
二
人
七
　
　
　
¨

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
第
四
十
四
号
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平
成
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十

一
月
六
日
発
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